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1． 目 的  

豚精液の探存については、従来2日が限度とされ、保存時間の短かいことが人工投稿者及を  

阻害する一因ともなっており、産良種雌豚の高度格用をはかるためには、精液の保存時間の延  

長が課題となっているので、凍結による長期保存技術を確立するため、農林省畜試の指眉によ  

り若干の予腑試験を実施した。  

2．試鹸構成 ◆  

（1）塵姓豚精液の耐凍性に崩する試験  

（2j 注入精液量と受胎率に関する試験  

5．種雄腺病液の耐凍性に関する試験  

場けい養の種雄勝について精液の耐凍性およびグリセりン平衡最適時間について凋■宣した。   

（1J実験材料および試験方法  

（9 試験期間  

昭和A d年10月－A7年5月  

② 供託腰  

当場けい羞の徳雄豚7頭を供託したがその内訳は表－1のとおりである。  
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⑤ 精液  

精液採故については、  慮厚精液を分離採取し、晴子癌力、P上L清子奴を検査し、  

正常精液を供託したがその性状は義一2のとおりである。  
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衰－2  

ノ拓     量  ロ  十十て√   100  2  140  5  dO    A  90  5  15D  ‘  10（〕  7  1DO   

㊨ 希釈液  

希釈液は粉乳膳液、「ブドウ糖4．2ク、脱脂粉乳2．8ク、蒸留水100γ乃g）を使用し、  

トリスアミノメタンrNH2rC昆20fI）3）、およぴクエン酸でP・dをZ5～74に   

補正し、抗菌剤としてペニシリソを1閏g中5（】0単位、ストレプトマイシンを1J沖ゼ申  

＝叩それぞれ添加した。なおグリセリン濃度は5％とした。   

⑤ 希釈および凍結方法  

1次希釈は25℃で尊饅希釈を行ない、2次希釈は希釈液の全量を5担弾こ分けて．15  

分間瞞で希釈液を療如し、2次希釈硬直ちに恒温竜「A℃）内に静直し、グ1トセーJン平衡  

を行なった。  

凍結はドライアイスによるスライド法によったが、ドライアイスプロい′ク上yこ折紙をお  

き、師承上にスライドをおいて5分50秒、およぴドライアイス上に直感スライドを5分  

間おいて行なゥた。   

侶）融解および癌力判定方法  

融解Ilスライドを58℃に加温した金属板上旺直感おいて行ない、加温した蹄故鏡下で  

綿臆蓮幼病子数を肉眼的に判定して、精子癌力とした。   

① 成績および考察  

場けい糞感雌豚精液について，耐庚性およびグリセIJン平衡時間について調査した結果  

は表－5のとおりであっナニ．ユ  
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グリセ ーブ ン平衡時間耐凍性  

即ち凍結融解後の精子癌刀をみると、≠25が2頭rノ佐A，ノ拓7）、料50が2頗r瓜  

2，ノ拓51、†片d5が5簸Jノ拡1，ノ拓5，彪d）で7頭申5東に耐凍性が認められた。  

〆り七IJソ平衡時間については、牛と異なり個体間の養が大きく、従って慮適時聞はそ  

れぞれ種雄牛個体監より変動がみられたが、最も良好な結果が得られた最適時間の範囲は  

A時間・－10時間であっナこ。  

孜お、本試験は、冬季に実施したものであるが＿種鯉豚の遺構機能および精液性状の季  

節的な消算を考慮して、今後追試の予定である。  

4．廠精液の注入量と受胎率に関する試鹸   

授病時における精液の庄入億濫ついては、従来1回当り50mg r絹子或50億）とされて   

きたが、凍結化による痛液の有効利用という面から、1也の注入量をできるだけ少なくするこ  

とが洪嬉となっているので、注入虔について試験した。  

り」実験材料および試験方法  

¢）試験期間 昭和4る年9月～47年5月  

② 供託腰  

当場けい養の礁虚豚でランドレース唖．ハンアシヤー踵、大ヨークシャー瞳各1頭を供  

試し、雌豚については、民有豚および一部場内膿を使用し、発情が不定のものは除外した。   

6）精液  

常法により分離採収を行ない、精子括刀、P上Ⅰ、頼子奴を倹宜し．正常精液を使用した  

が、その精液性状11表－1のとおりである。  

④ 希釈液  
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希釈液は農林省畜試調製の8L－7r卵黄緩衝液）、およびL山一1r粉乳糖液）を使   

用し、何れもトリスアミ′メタンrN鴫CrC鴫U闇3 はよびクエン敢でP甘を75   

－74に補正し＿抗菌剤として、ペニシtJンを＝乃g中50D単位、ストレアトマイシソ   

を1，乃β申17〝タそれぞれ添加したハ   

（9 洗練l左分  

注入精液畳を20J打A5いガg，Ao7乃g，5口7刀gのA区に分け、精子淑は各区とも生存清  

子政で50億とした。   

電）注入精液の調整  

25℃の等温で原液Iこ希釈液を添加し、生存精子故を井出し、それぞれ各区の注入精液  

を作成し★＝。   

⑦ 授精方法  

希釈彼の癌力で榊70以上のものを使用し、虚構は和出式注入器を用い、注入時の逆流   

精液を追加注入し、再逆流精液についてほ計蔑記録した。また1発情2凶授精については   

授精間隔を少なくとも24時間以上とした。   

重）成頗および考案  

試強の結果は表－1のとおりであった。  

竜一1 精液注入農と受胎および産子彼  
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注入量と受胎率の幽係についてみると＿注入量40れど、50吼ど区ではd顔中d頗が   

受胎しており、受胎率はd d．7％であったが、注入登207乃g－5DJ乃g区では7顔中5   

頗が受胎し、受胎率亮7t4％であった。  

また注入量と庶子叔の鯛係についてみると、注入量40′押g～5D叩麒で受胎の4頗   

の平均産子叔は1t5頭で、注入量28用g－507狩川区で受胎の5頭の平均慶子改は  

12．D頭であった。因みに場けい義徳條A A頭の平均慶子奴は11．5頭であり、例奴が少  

ないため、本成績と単純に比較Iまできないが、注入盈な207乃g－50，狩gに減少しても  

受胎率および慶子dは殆ど差がないものと思われる。  
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